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中
央
線
沿
緑
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
街
の

表
情
が
あ
り
ま
す
。

都
心
部
や
閑
静
な
住
宅
街
な
ど
街
の
魅

力
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
農

作
物
が
採
れ
る
緑
豊
か
な
場
所
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～
　
た
ま

に
は
住
宅
街
の
奥
ま
で
、
足
を
伸
ば
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
つ
角
を
曲
が
っ

て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
農
地
が
あ
る
7

と
に
気
が
つ
く
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
基
本
と
な
っ
て
い

都
市
型
農
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

活
か
し
た
他
産
地
消
の
農
作
物
の
生

で
す
。
近
年
で
は
消
費
者
の
嗜
好
の

化
に
合
わ
せ
て
、
多
種
多
様
な
農
作

が
作
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
、
⊆

に
楽
し
め
ま
す
。

今
回
は
、
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
中
央
線
。

線
の
農
業
と
、
そ
の
中
で
も
特
に
野
菜
㌧

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
ご
紹
介
し
て
い



中央線沿線で採れるさまざまな野菜や果物たち

古くから東京を中心として栽培さ

れてきた小松菜は、中央線沿線の農

業を代表する冬の野菜です。採りた

ての新鮮な小松菜は火を通さずサ

ラダやジュースにしても抜群のお

いしさ。

内藤とうがらし

江戸時代、現在の新宿御苑に江戸屋敷

を構えていた内藤家（後の高遠内藤家）

の敷地で栽培されていたのが、内藤と

うがらしです。江戸の食生活に欠かせ

ない香辛料として広まりました。

キウイフルーツ

鮮度がおいしさの決め手となるキウイフルー

ツは、三鷹市を中心として生産されています。

2009年には「中央線が好きだ。」のポスターに

もなり、さらに認知度と人気が高まりました。

江戸の香辛料と

して親しまれてき

た「内藤とうがら

し」の生産を手掛

けている三鷹市

の冨澤剛きん。普

及活動に尽力し

ています。

東京うど

江戸時代、尾張（現在の愛知県）から

栽培方法が伝わったとされる東京

うど。中央線沿線の武蔵野地区を中

心に、現在でも広く栽培されている

江戸東京野菜のひとつです。

ふっくらとした丸みを帯びた卵型の

フォルムで、ギュッと詰まった歯ごた

えのある実が特徴的な寺島なす。油と

の相性がよく、天ぷらや炒め物にする

とおいしさが引き立ちます。

江戸束京野菜とは…

N

O

」

皐

一

⊃

〇

一

N

 

H

 

p

a

皿

e

u

野
菜
本
来
の
味
わ
い
が
楽
し
め
る

人
気
の
江
戸
東
京
野
菜

江
戸
東
京
野
菜
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
伝
統
野
菜
や
古
く
か
ら
東
京
が
産
地

と
な
っ
て
い
る
固
定
種
の
総
称
で
、
現
在
は

約
3
0
種
類
ほ
ど
の
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に
は
、
小
金
井
市
な

ど
で
作
ら
れ
て
い
る
「
の
ら
ぼ
う
菜
」
や
サ

ラ
ダ
に
も
向
い
て
い
る
「
し
ん
と
り
菜
」
、
風

味
の
よ
い
「
東
京
長
か
ぶ
」
、
l
殻
的
な
大
根

よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
「
伝
統
大
蔵
大

根
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
風
味
豊
か

で
、
野
菜
本
来
の
味
わ
い
が
楽
し
め
る
と
、

最
近
は
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

中
央
線
沿
線
で
は
、
武
蔵
野
市
や
三
鷹

市
、
小
金
井
市
、
国
分
寺
市
な
ど
の
広
い

地
域
で
江
戸
乗
京
野
菜
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
産
者
や
地
域
の
人
が
、
街
興
し
の

一
環
と
し
て
地
元
の
飲
食
店
な
ど
と
タ
ッ

グ
を
組
み
、
よ
り
多
く
の
人
に
江
戸
東
京

野
菜
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。


